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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

洪
水
が
起
き
た
と
き
の

行
動
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
長
雨
や
大
雨
が
多
い
時
期

に
な
り
ま
す
。
洪
水
な
ど
が
起
き
た
場

合
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
た
ら
よ
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で

し
ょ
う
か
。

速
や
か
な
避
難
、
情
報
収
集
、

日
頃
の
備
え
が
大
切
で
す

　
洪
水
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
は
、
身
の
安
全
確
保
が
最
優
先
で
す
。

速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
災
害
に
関
す
る
情
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つ

い
て
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入
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、
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家
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や
地
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で
避
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合
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ど
、
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と
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に
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え
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大
切
で
す
。

■
避
難
情
報
と
行
動

　
市
で
は
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
、
状
況
に
応
じ
て
３
段
階
の

避
難
情
報
を
発
令
し
ま
す
。

▼
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

　
避
難
行
動
に
時
間
が
か
か
る
方
は
避
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「東北画は可能か？」と常に問い続ける

日本画家。2002年にトリエンナーレ豊橋星野眞吾賞、2006
年に五島記念文化財団美術新人賞を受賞したほか、多数の受
賞歴を持つ。2009年から東北芸術工科大学美術科（日本画）
教授を務め、「東北画は可能か？」と題し東北における美術
を考える活動を開始。今夏、鶴岡アートフォーラムで開催さ
れる「東北画は可能か？～地方之国構想博物館～三瀬夏之介
個展～日本の絵～」の事前打合せのため来鶴。奈良県出身。

三
み せ

瀬 夏
な つ の す け

之介 さん

三瀬氏（写真左端）と巡る前回の展覧会の様子（１月22日／鶴岡アートフォーラム）

　山形に近づくにつれ緑鮮やかになる、車窓から見
える風景。以前から山形の自然にひかれていた私
は、東北芸術工科大学から声が掛かったことを機に
拠点を移しました。山形での日々に刺激を受け、始
めたのが、「東北画は可能か？」の活動です。私は
日本画家ですが、「日本画」というくくりは大雑把
すぎると感じていました。また、街から離れた丘の
上にある東北芸術工科大学と地域とを結びつけたい
との思いもあり、日本の中でも「東北」にテーマを
絞った制作活動を始めました。テーマが疑問形なの
は、「可能だ」と言い切ることで答えを決めつけな
いためです。変わっていく時代や自分自身に常に問
い続け、その日、そのときの答えを出していく。そ
んな活動にしたいのです。
　活動の当初は、「ここ（東北）でやっていること

はこんなに面白いぞ！」という
気持ちが少なからずありまし
た。それが、東日本大震災以後

は、「東北の今を形に残したい」と思うようになり
ました。いつか誰かが作品を見て、「東北をこんな風
に捉えていた人がいたんだ」と思ってもらえるよう、
この時代に自分たちが見て、真実だと感じたものを
描き残していかなければいけないと思っています。
 「東北画は可能か？」は今年で８年目。作品も随分
増えてきました。今度の展覧会では、市民の方に描
いてもらった「東北画」と自分の作品を並べようと
思っています。鶴岡の原風景を描く人もいれば、自
分の内面を抽象画として描く人もいて、「東北とい
えば…」のような画一的なものがなく、その違いが
非常に面白いです。私自身、鶴岡には何度も足を運
んでいますが、同じ山形でも、内陸と海沿いの鶴岡
では風土も大きく違い、創作意欲をかき立てられる
ものがたくさんあります。夏の展覧会とは別に、鶴
岡をテーマにした新作も考えているので、両方とも
鶴岡の皆さんにお披露目できる日を楽しみにしてい
ます。
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難
を
開
始
す
る
。
通
常
の
避
難
行
動
が

で
き
る
方
は
、
避
難
の
準
備
を
整
え
る

▼
避
難
勧
告

　
指
定
さ
れ
た
避
難
所
や
近
隣
の
避
難

所
へ
の
避
難
を
開
始
す
る

▼
避
難
指
示
（
緊
急
）

　
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
た
め
、
す
ぐ

に
避
難
を
完
了
す
る

■
避
難
が
遅
れ
た
場
合

▼
自
宅
に
い
る
と
き
に
浸
水

　
す
ぐ
に
上
の
階
に
避
難
す
る

▼
避
難
途
中
に
膝
下
ま
で
浸
水

　
近
く
に
あ
る
高
い
建
物
に
避
難
す
る

■
情
報
の
入
手

　
防
災
行
政
無
線
（
サ
イ
レ
ン
・
音
声

放
送
）、
広
報
車
、
自
治
会
の
連
絡
網
、

携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
テ

レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
か
ら
、
災
害
に
関
す
る
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、河
川
水
位
・

雨
量
情
報
は
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ
の

デ
ー
タ
放
送
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
日
頃
の
備
え

　

家
族
で
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見

て
避
難
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
、
非

常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
町
内
会
等
の
自
主
防
災
組
織
等

と
連
携
し
防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

※
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難
行
動

の
解
説
・
留
意
点
な
ど
を
ま
と
め
た「
防

災
情
報
学
習
版
」
を
市
HP
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
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防
災
安
全
課
〉

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　６/4～７/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
６．10○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　　〃 13：30～16：00 　　　　〃
15○木 ９：00～11：30 ネッツトヨタ山形㈱鶴岡店

　　〃 13：30～15：30 ＪＡ庄内たがわ本所
　　16○金 13：30～15：30 ㈱高砂製作所
27○火 ９：30～11：30 ＪＡ鶴岡本所

　　〃 13：30～15：30 ＪＡ鶴岡農機自動車中央センター

今月の各種相談窓口開設日　６/4～７/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 13日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線215 23日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 20日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 ７日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線410 20日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 22日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 15日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 23日○金13：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 10日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所


